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第９回 通常総会を開催

令
和
元
年
度
功
労
者
へ

感
謝
状
を
贈
呈

黒本会長

令和 3年度税制改正に関する提言報告を
する水沼税制委員長

監査報告をする鈴木監事

令
和
２
年
６
月
９
日
㈫
市
内
大
通
り

「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
」
に
お
い
て

会
員
53
名
（
別
途
委
任
状
2
5
5
0
名
）
の
も

と
第
９
回（
通
算
53
回
）通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
な
お
、
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
と
な
っ
た
。

　
議
事
で
は
報
告
事
項
と
し
て

①
令
和
２
年
度
事
業
計
画
　

②
令
和
２
年
度
収
支
予
算

③
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
議
案
の

審
議
に
入
っ
た
。

　
第
１
号
議
案
の
令
和
元
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
に
つ
い
て
は

原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
第
２
号
議
案
　
役
員
一
部
変
更
承
認
の
件

に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
、
会
員
増
強
運
動
、
福
利
厚

生
制
度
の
推
進
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
機

関
、
支
部
、
個
人
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　
な
お
、
総
会
議
案
資
料
に
つ
い
て
は
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
公
開
欄
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
令
和
元
年

度
の
会
員
増
強
、
福
利
厚
生
制
度
の
推
進
に

功
績
の
あ
っ
た
機
関
、
支
部
、
個
人
を
発
表

し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
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広告の申込・お問い合わせは

A４版

028-648-9466TEL 028-648-9468FAX

裏表紙

有料広告
４月、７月、
10月、１月 発行

掲載の
ご案内

年
４
回

公益社団法人 宇都宮法人会

■料金表

A４版 ●１段…………
●１/２段………

10,000 円
5,000 円

中　面

●２段…………
●１段…………

30,000 円
20,000 円

科　　　目 当年度予算

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　法人税、住民税及び事業税
　　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

84,422,850

73,075,052
11,181,127
84,256,179
166,671
120,000
46,671

96,937,558
96,984,229

（単位：円）

科　　　目 当年度

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

84,426,821

75,801,744
11,258,048
87,059,792
△ 2,632,971
99,570,529
96,937,558

令和元年度 正味財産増減計算書
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで

令和２年度 収支予算書
令和２年４月１日から令和３年３月31日まで

（単位：円）

会
員
増
強
功
労
者

福
利
厚
生
制
度
推
進
功
労
者

○
機
関
（
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
機
関
）

　㈱
栃
木
銀
行

○
支
部
（
目
標
達
成
し
た
支
部
）

　
マ
ロ
ニ
エ
支
部
　
　
西
原
花
房
支
部

　
さ
く
ら
支
部
　
　
　
馬
場
宮
園
支
部

　
細
谷
戸
祭
支
部
　
　
駅
東
支
部

　
陽
南
幕
田
支
部
　
　
清
原
支
部

　
御
幸
平
出
支
部
　
　
石
井
横
田
支
部

　
清
住
塙
田
支
部
　
　
北
支
部

　
城
山
支
部
　
　
　
　
雀
宮
支
部

　
河
内
支
部
　
　
　
　
上
三
川
支
部

○
個
人
（
目
標
達
成
し
た
個
人
）

　
㈱
帝
装
化
成
　
　
　
田
口
　
志
朗

　
㈲
い
ち
ご
広
告
社
　
橋
本
　
文
夫

　
㈱
ダ
イ
ニ
チ
総
合
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
恭
平 （

敬
称
略
）

１
．経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

　
　（
大
同
生
命
保
険
）

○
新
契
約
高
実
績〈
上
位
３
支
部
〉

　
細
谷
戸
祭
支
部

　
石
井
横
田
支
部

　
駅
東
支
部

（
敬
称
略
）

３
．が
ん
保
険
制
度（
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
）

○
新
規
企
業
加
入
実
績〈
上
位
３
支
部
〉

　
細
谷
戸
祭
支
部
　
　
駅
東
支
部

　
石
井
横
田
支
部

○
代
理
店

　
足
利
不
動
産
㈱

　
ア
フ
ラ
ッ
ク
個
人
代
理
店
　
長
嶋
　
貴
子

４
．医
療
保
険
制
度（
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
）

○
新
規
企
業
加
入
実
績〈
上
位
３
支
部
〉

　
細
谷
戸
祭
支
部
　
　
駅
東
支
部

　
マ
ロ
ニ
エ
支
部
　
　
石
井
横
田
支
部

○
代
理
店

　
足
利
不
動
産
㈱
　

○
新
規
企
業
加
入
実
績〈
上
位
３
支
部
〉

　
マ
ロ
ニ
エ
支
部

　
陽
南
幕
田
支
部

　
雀
宮
支
部

○
新
契
約
高
実
績〈
推
進
員
上
位
３
名
〉

　
大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社
　
山
中
　
恵
子

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　  

中
平
真
希
子

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　  

佐
藤
　
弥
生

２
．ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド

　
　（
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
）

○
推
進
員

　

㈱
萩
原
保
険
事
務
所
　
　
　
萩
原
　
千
秋
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所属支部 法人名 代表者 住　　所 業　　種

■新会員紹介（令和２年３月～令和２年５月入会）

細谷戸祭支部
 
御幸平出支部
駅 東 支 部

石井横田支部
陽南幕田支部
 
さ く ら 支 部
西原花房支部

馬場宮園支部
 
中 央 支 部
北 支 部
城 山 支 部
 
雀 宮 支 部
河 内 支 部

上 河 内 支 部

BROWN SUGAR ESPRESSO COFFEE

メットライフ生命㈱

オークボコーテツ㈱

㈱フードトラスト

㈱ティーツーテクニカル

㈱未来創研

㈲アリナ・インターナショナル

㈱ＡＣＴＩＶＥ　ＣＡＲＥ

㈱正心総建

山川時計店

おそうじ本舗 足利大月店

㈱ソフトクリエイト

㈱ダイニチ総合プランニング

ｅｄａ－ｈａ

ＭＫＡＫＴ㈱

鈴　木　直　美

稲葉瓦店

農事組合法人しのい夢ファーム

㈱珠羽工業

（一財）栃木県連合教育会

小林昌郎事務所

㈱レーブ

㈱デンタルスタジオビッグバン

㈲小倉建築

荒川運輸㈱

㈱オニックスジャパン

㈲宮スプリング

大　野　淳　也

相　馬　舞　子

大久保　正　博

北　條　成　男

羽　鳥　　　剛

伊　藤　悦　夫

加　藤　邦　泰

齋　藤　和　宏

天　谷　裕　二

山　川　正　三

五十嵐　　　聡

柳　田　正　明

吉　田　恭　平

奈　良　章　子

稲　葉　光　明

　　同　左

稲　葉　真　一

手　塚　秀　一

小野崎　一　裕

津野田　誠　一

小　林　昌　郎

竹　田　光　夫

続　橋　正　喜

小　倉　邦　友

荒　川　雅　彦

大　西　盛　明

玉　山　政　信

宇都宮市戸祭１－４－３ メッツとまつり２０２

宇都宮市上戸祭２－２－２６ トムハウス１０１

宇都宮市平出工業団地４３－１５５ 

宇都宮市峰町５８３－２ 

宇都宮市東宿郷４－１－２５ 早川ビル１－２F

宇都宮市簗瀬４－２４－１６ 

宇都宮市東宿郷６丁目１－２１ 

宇都宮市下栗町２９０５－２ コンフォルトＴＫ１０２

宇都宮市西川田６－１－２２ 

宇都宮市宮本町４－５ 

宇都宮市砥上町１１３０－６ 

宇都宮市菊水町１３－１７ 

宇都宮市大和２－１－１３ 

宇都宮市吉野１－７－１０ studio unknown

宇都宮市馬場通り３－１－１７ ＳＴＭ２ビル３Ｆ

宇都宮市大通り２－１－５ 明治安田生命宇都宮大通りビル６F

宇都宮市旭２－６－６ 

宇都宮市篠井町１５６４ 

宇都宮市駒生町２５８５－１６ 

宇都宮市駒生１－１－６ 

宇都宮市高砂町３－５ 

宇都宮市下岡本町９２３ 

宇都宮市立伏町８９３－３５９ 

宇都宮市白沢町４０１－１３ 

宇都宮市宮山田町１１８－３ 

宇都宮市中里町６７７－８ 

宇都宮市上小倉町９４２－１ 

喫茶店 

生命保険媒介業 

鉄鋼粗製品卸売業 

食肉卸売業 

一般管工事業 

経営コンサルタント業 

食堂、レストラン

損害保険代理業 

建築工事業

時計・眼鏡・光学機械小売業 

家事サービス業

受託開発ソフトウェア業 

その他の各種商品卸売業 

内装工事業 

一般土木建築工事業 

生命保険媒介業 

屋根工事業

その他の耕種農業 

一般土木建築工事業 

職員教育施設・支援業 

土地家屋調査士事務所 

中古自動車小売業 

歯科技工所 

一般土木建築工事業 

一般貨物自動車運送業

めん類製造業 

金属プレス製品製造業

　
当
会
前
副
会
長
の
増
田
仲
夫
氏
が
、

法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、
永
年
に
わ

た
る
納
税
環
境
の
振
興
と
発
展
に
寄

与
し
た
と
し
て
令
和
２
年
度
栃
木
県

知
事
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
。

法
人
会
活
動
で
の
知
事
表
彰
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
る
。

栃
木
県
知
事
功
労
者
表
彰

　
社
会
貢
献
活
動
委
員
会
は
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
映
画
観
賞
会
及
び
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
の
浄
財
を
も
と

に
宇
都
宮
市
内
の
福
祉
施
設
３
カ

所
へ
備
品
を
寄
贈
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
宇
都
宮
市

長
か
ら
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
た

と
し
て
感
謝
状
を
い
た
だ
い
た
。

宇
都
宮
市
長
感
謝
状
拝
受

　
令
和
２
年
６
月
17
日
㈬
栃
木
銀

行
本
店
に
お
い
て
、
宇
都
宮
法
人

会
が
宇
都
宮
税
務
署
長
よ
り
軽
減

税
率
制
度
説
明
会
の
開
催
に
尽
力

し
た
と
し
て
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。

宇
都
宮
税
務
署
長
感
謝
状

拝
受

MIYABITO ４



租
税

教
室

租
税

教
室

公益社団法人 宇都宮法人会  清住塙田支部 社 会 貢 献 事 業

公益社団法人 宇都宮法人会  雀宮支部 社 会 貢 献 事 業

■
講
師
／
清
住
塙
田
支
部

　
　
　
　
　
幹
事
　
小
沼 

正
則

　
令
和
２
年
１
月
10
日
、

清
住
塙
田
支
部
で
は
管

内
の
東
小
学
校
で
租
税

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
６
年
生
の
児

童
、
担
任
の
先
生
、
そ
し
て
校
長
先

生
も
加
わ
り
、
税
の
意
義
と
役
割
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
小
学
生
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い

る
も
の
、
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
を

ク
イ
ズ
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
ヒ
ン

ト
と
し
て
、公
共
に
資
す
る
も
の（
み

ん
な
が
共
有
し
て
利
用
す
る
も
の
）

に
は
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
説
明

し
ま
し
た
が
、
遊
園
地
は
？
公
園

は
？
と
い
っ
た
紛
ら
わ
し
い
も
の
も

あ
り
、
み
ん
な
悩
み
な
が
ら
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
黒
板
に
貼
り
付
け
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
ニ
メ
「
マ
リ
ン
と
ヤ

マ
ト
の
不
思
議
な
日
曜
日
」
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
D
V
D
で
だ
い
ぶ

理
解
が
進
ん
だ
よ
う
で
、
先
の
税
金

ク
イ
ズ
で
の
間
違
い
も
訂
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
東
小
学
校
は
、
台
風
で
田
川
が
氾

濫
し
、
校
庭
が
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し

ま
う
と
い
う
被
害
を
受
け
た
学
校
で

す
。
ち
ょ
う
ど
、
校
庭
の
整
地
が
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
整
地
に
必

要
な
お
金
も
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
、
児
童
は

も
と
よ
り
、
校
長
先
生
も
大
き
く
う

な
ず
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
税
金
と
い
う
と
何
か
遠
い
世
界
の

こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
児
童
で

し
た
が
、
授
業
が
終
わ
る
と
、
そ
の

意
義
と
役
割
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度

理
解
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
地
道
な
活
動
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
租
税
教
室
の
講
師
と
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
講
師
／
雀
宮
支
部

　
　
　
　
　
支
部
長
　
青
柳 

勝
男

　
雀
宮
支
部
の
社
会
貢

献
事
業
と
し
て
、
租
税

教
室
を
五
代
小
学
校
と

雀
宮
東
小
学
校
の
２
か
所
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
雀
宮
東
小
学
校
は
６

年
生
が
１
ク
ラ
ス
で
す
の
で
、
30
人

そ
こ
そ
こ
の
児
童
た
ち
で
す
の
で
和

気
あ
い
あ
い
と
講
座
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
代

小
学
校
は
1
3
0
人
を
超
え
る
児
童

が
居
ま
す
の
で
、
児
童
の
皆
ん
な
を

引
き
付
け
な
が
ら
飽
き
さ
せ
ず
、
退

屈
さ
せ
ず
に
進
行
し
て
い
く
の
は
と

て
も
大
変
で
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は

先
生
方
の
お
力
を
お
借
り
し
て
お
り

ま
す
。

　
講
座
の
最
初
の
と
こ
ろ
で
、
税
金

へ
の
興
味
や
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

児
童
全
員
に
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
反
応
を
調
べ
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
は
税
金
自
体

に
興
味
も
な
け
れ
ば
、
税
金
な
ん
て

払
い
た
く
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を

使
っ
て
、
税
金
で
で
き
て
い
る
も
の
、

税
金
で
で
き
て
い
な
い
も
の
を
児
童

皆
ん
な
で
判
定
を
し
、
そ
の
後
「
マ

リ
ン
と
ヤ
マ
ト
の
不
思
議
な
日
曜

日
」の
D
V
D
を
鑑
賞
し
、マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
を
も
う
一
度
児
童
皆
ん
な

で
再
判
定
を
し
ま
す
。
児
童
の
皆
ん

な
が
小
学
校
に
通
っ
て
授
業
を
受
け

て
い
る
こ
と
に
も
た
く
さ
ん
の
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
話
し
ま
す
。

講
座
の
最
後
に
最
初
に
児
童
の
皆
ん

な
に
聞
い
た
こ
と
を
再
度
尋
ね
て
手

を
挙
げ
て
い
た
だ
く
と
、
ほ
と
ん
ど

全
員
の
児
童
が
税
金
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
と
、
と
て
も
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
と
て
も
嬉
し

く
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
最
後
に
一

億
円
の
レ
プ
リ
カ
が
入
っ
た
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
の
ケ
ー
ス
を
徐
ろ
に
教
壇
の

上
に
置
い
た
瞬
間
に
、
児
童
全
員
の

顔
が
驚
き
と
興
味
津
々
で
す
。
ケ
ー

ス
か
ら
一
億
円
を
取
り
出
す
と
び
っ

く
り
し
た
顔
で
「
本
物
！
」
と
叫
ぶ

児
童
も
い
ま
す
。

　
今
後
も
租
税
教
室
を
始
め
と
す
る

地
域
に
役
に
立
つ
社
会
貢
献
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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企 業 紹 介

□住所：宇都宮市五代2-1-5　□ＴＥＬ：０２８‐６５３‐７４６２
□ＦＡＸ：０２８‐６５３‐４２４６　□ＵＲＬ：http://hannuki-sekkei.co.jp
□事業種：建築設計

有限会社 半貫建築設計事務所

　弊社は昭和53年に創業し、昭和63年に現在の場所に移転をい
たしました。５年前に創業者の父より会社を引き継ぎ今期で42
年目を迎えます。業務内容といたしまして、建築物の設計・監
理、既存物件の調査等建築物にかかわるコンサル業務をしてお
ります。
　先代から受け継がれてきました誠実な仕事を今後も続けてま
いります。土地、建物に関するお悩みやご相談がございました
らお気軽にお問い合わせください。
　今後ともよろしくお願いいたします。

代表取締役／半　貫　正　芳

□住所：宇都宮市野沢町640-4　□ＴＥＬ：０２８‐６６５‐１２０１
□ＦＡＸ：０２８‐６６５‐５８８０　□ＵＲＬ：https://passkin.co.jp/
□事業種：製造業／土木建築サービス業（測量、地質調査、土木設計）

パスキン工業株式会社

　昭和30年10月にパスキンブロック工業株式会社（現パスキン
工業株式会社）を創業し、今期で65年目を迎えました。創業当
時は、住居建設に必要な壁材として火に強いブロックを開発し、
その後、道路用製品や下水道製品へと変化し、測量・土木設
計・地質調査など建設コンサル部門を充実させ、最近では長寿
命化に伴うコンクリート診断業務やコンクリートに溶融スラグ
を原料に加えたエコ製品、ドローンを活用した計測・空撮等の
技術サービスを加え現在に至っています。

代表取締役／佐　藤　　靖

□住所：宇都宮市鶴田町1294-1　□ＴＥＬ：０２８‐６４７‐００８４
□ＵＲＬ：https://www.ohashi-dent.com
□事業種：歯科医業

おおはし歯科クリニック

　当院は2018年より宇都宮市鶴田町にて新規開業致しました。
地域密着型の歯科医院となり、歯科治療全般および予防歯科に
いたるまで患者様を包括的にサポートできればと思い診療して
おります。
　今後も患者様に真摯に向き合い、歯科治療において後悔させ
ないように努めてまいります。どうぞ宜しくお願い致します。
■診療時間／
　平日：９時～12時30分・14時～18時30分
　土曜：９時～12時30分・14時～17時30分
■休診日／木曜・日曜・祝日（祝日のある週の木曜は診療）

院長／大　橋　崇　明

□住所：宇都宮市平出工業団地43番地
□ＴＥＬ：０２８‐６６２‐７２４１　□ＦＡＸ：０２８‐６６３‐５１７９
□ＵＲＬ：https://fujidry.co.jp/　□事業種：クリーニング業

洗濯研究所 フジドライ

　わんわんマークでおなじみの「フジドライ洗濯研究所」は、
明治40年の創業以来クリーニングの原理原則に忠実に取り組ん
でおり、常にクリーニング業界のパイオニアとしての役割を果
たしてまいりました。
　高品質クリーニングを最新鋭の生産設備にて生産し、クリー
ニングに関するすべての面でプロフェッショナル集団として、
常に時代に対応したサービス・品質を充実させております。
　衣類へ抗ウィルス加工を施す「Ｖガード」や、スニーカーク
リーニングなど時代のニーズにマッチして、ご好評をいただい
ております。

代表取締役／岡　﨑　善　胤
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企 業 紹 介

□住所：宇都宮市中央5-9-2　□ＴＥＬ：028-637-4129
□ＵＲＬ：https://zonjiyasu.com/　□事業種：飲食業

ステーキ＆ワイン存じやす

　「ありがとう存じやす」。1932（昭和７）年の創業以来、初代
店主が客を送り出す際に発していた言葉がいつしか店名に。名
物はアイデアマンとしても知られたその初代が発案したオリジ
ナル「ステーキのたれ」。醤油ベースに酢、玉ねぎ、にんにくを加え、
コクがありつつさっぱり仕上げたそれは、“ステーキをたれで食
べる” 宇都宮のステーキ文化を牽引しました。さらに熱した鉄板
の上で食べ頃に仕上げる焼き方から、シメの “焼き飯” まで、ス
テーキ愛たっぷり。ワインがすすむアラカルトも絶品ぞろいです。
■ランチ・デリカ営業／12:00～14:00
■ディナー営業／17:30～22:00　■定休日／月曜日

代表取締役／小　林　有　一

□住所：宇都宮市曲師町6-1　□ＴＥＬ：028-610-0366
□ＦＡＸ：028-610-0367　　 □事業種：飲食業

株式会社 ONES HEART

　居酒屋つむぎ、BarLINKの２店舗を展開しております。釡川沿いにございます居
酒屋つむぎでは、こだわりのお酒に合う定番のものから、当店名物の“炊き餃子“な
ど、料理長こだわりのたくさんのお料理をご用意しております。オリオン通り内
かまがわプロムナード付近にございますBarLINKでは、豊富な品揃えのウイスキ
ー、たくさんのカクテルなどの美味しいお酒に合う“自家製生チョコ“をはじめとし
た、お酒だけでなくお料理も充実しております。各店舗カウンター、テーブル席
はもちろん、個室もご用意しております。居酒屋つむぎ、BarLINK共に『人との出
逢い、繋がりを大切に』という思いから名付けられており、皆様へ『安くて、美
味くて、楽しい』を提供いたします。 ぜひ一度、お気軽にお越しください。
■定休日／日曜日　■営業時間／平日〈㊊17:30～24:00、㊋～㊍11:30
～15:00・17:30～24:00〉〈㊎㊏：11:30～15:00・17:30～25:00〉

代表取締役社長／林　　恒　輝

□住所：宇都宮市竹下町345
□ＴＥＬ：０２８‐６６７‐３２８７　□ＦＡＸ：０２８‐６６７‐３２７９
□事業種：石材用機械・工具・資材・墓装用品・輸入石材卸・字彫

株式会社 日石

　弊社は昭和51年の創業以来、主に石材業界の皆さまと共に歩
みながら、関連の機械工具の販売及び石材卸し業に携わってま
いりました。業界のお客様を始め、多くの方々に支えて頂きな
がら、おかげ様で今日に至り、誠に感謝しております。今後と
も変わらず、お客様のニーズに合ったサービスを第一に考えな
がら、地域の皆さまとの信頼関係も大切に、社員一同一体とな
ってより良いサービスをご提供してまいりたいと思っておりま
す。どうぞよろしくお願い致します。

代表取締役／石　川　博　之

□住所：宇都宮市中戸祭町823　□ＴＥＬ：０２８‐６２２‐０５３５
□ＵＲＬ：http://jinmeikai.jp/index.html
□事業種：内科医業

櫻井内科診療所

　櫻井内科は祖父である櫻井杲が昭和30年10月５日に開院してか
ら、これまで多くの地域内外の皆様の診療を行ってまいりました。
糖尿病、高血圧、脂質異常症（コレステロールや中性脂肪の異
常）、高尿酸血症などの生活習慣病、慢性腎臓病のほか、風邪、
胃腸炎、花粉症等の一般的な流行性の疾患の治療、予防接種、健
康診断等、内科治療を行っております。院内での検査は、採血、
尿検査、心電図検査、胸腹部レントゲン検査、腹部超音波検査、
呼吸機能検査、動脈硬化検査等が可能です。高度医療機関との地
域医療連携体制を形成しております。（連携医療機関：栃木医療
センター、済生会宇都宮病院、栃木県立がんセンター）

医院長／櫻　井　　進
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宇都宮法人会 新セミナー続々掲載
インターネットセミナーのご案内

無料公開

0701
9466

ログインID：
パスワード：

宇都宮法人会 で検索いただけます検 索

全セミナー約550講座以上
■実務家
■一般経営
■法律
■労務

■税務・財務・経理
■研修・人材育成
■環境・高齢化
■健康・ライフスタイル

■政治経済
■著名人
■パソコン研修
■経営実務研修

コ
ロ
ナ
対
策
説
明
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
４
月
７
日
に
７
都
道
府
県

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
同

16
日
に
は
全
都
道
府
県
に
拡
大
さ
れ

た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
後
、
外

出
自
粛
や
休
業
な
ど
の
要
請
が
あ
り
、

そ
れ
に
伴
い
多
く
の
企
業
が
影
響
を

受
け
た
。
５
月
14
日
に
は
39
県
で
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
そ
の
後

全
都
道
府
県
に
お
い
て
全
面
解
除
さ

れ
た
が
、
解
除
後
も
再
び
感
染
が
広

が
ら
な
い
よ
う
段
階
的
緩
和
が
と
ら

れ
、
企
業
経
営
へ
の
影
響
は
続
い
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
事
業

を
継
続
す
る
た
め
の
有
益
な
情
報
提

供
の
場
と
し
て
、
令
和
２
年
６
月
18

日
㈭
・
19
日
㈮
の
両
日
、
そ
れ
ぞ
れ

午
前
・
午
後
の
計
４
回
に
わ
た
り
、

「
コ
ロ
ナ
対
策
説
明
会
」
を
、
感
染

予
防
策
を
講
じ
た
上
で
開
催
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
各

種
特
例
措
置
に
よ
り
拡
充
さ
れ
た
雇

用
・
納
税
・
融
資
条
件
等
の
各
分
野

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
制
度
の
概
要

や
申
請
方
法
を
い
ち
ど
に
盛
り
込
ん

だ
説
明
会
と
な
っ
た
。

　
各
回
と
も
事
前
申
し
込
み
で
定
員

を
上
回
る
応
募
が
あ
っ
た
が
、
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
参
加
者
の

安
全
面
・
健
康
面
を
考
慮
し
、
定
員

で
締
め
切
ら
れ
た
。

　
説
明
会
講
師
に
は
、
栃
木
労
働
局
・

宇
都
宮
税
務
署
・
栃
木
銀
行
・
足
利

銀
行
の
各
担
当
者
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
各
企
業
に
お
け

る
対
応
策
に
つ
い
て
、
詳
細
な
資
料

を
基
に
有
意
義
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
栃
木
労
働
局
担
当
者
か
ら
は
、
雇

用
調
整
助
成
金
の
制
度
に
お
け
る
趣

旨
説
明
か
ら
申
請
手
続
き
ま
で
の
一

連
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
宇
都
宮
税
務
署
担
当
者
か

ら
は
、
緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
税

制
上
の
措
置
に
つ
い
て
、
ま
た
当
面

の
税
務
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
各
金
融
機
関
に
お
い
て

は
、
事
業
資
金
の
融
資
条
件
・
手
続

き
方
法
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　
今
回
、
定
員
を
超
え
る
多
数
の
申

し
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ロ

ナ
対
策
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
情
勢
等
を
見
な
が
ら
、
再
度
、
同

様
な
説
明
会
を
計
画
す
る
予
定
で
あ

る
。
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社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
の
働
き
方
改
革
へ
の
ポ
イ
ン
ト

長嶋 俊三■筆者紹介 雇
用
問
題
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

長
嶋
俊
三

ながしま・しゅんぞう

特 集

1947年生まれ。明治大学卒。新聞記者、
ＴＶディレクターを経て、79 年より㈶
高年齢者雇用開発協会発行の月刊誌『エ
ルダー』の編集を創刊から担当。2011
年６月、独立行政法人高齢・障害者雇
用支援機構を退職。著書に『60 歳から
の仕事』（清家篤慶應義塾大学教授と共
著、講談社刊）、『エージレス就業社会』
（共著、日本能率協会マネジメントセン
ター刊）などがある。

新
し
い
時
代
へ

挑
戦
す
る
動
機
づ
け
が
ベ
ー
ス

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
問
題
は
、
雇
用
の

場
で
の
働
き
方
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
そ
う
だ
。
幸
い
に
も
、
わ
が

国
で
は
働
き
方
改
革
が
議
論
さ
れ
、

本
稿
で
も
、
高
齢
者
雇
用
の
ベ
ー
ス

と
し
て
の
従
業
員
フ
ァ
ー
ス
ト
の
組

織
づ
く
り
に
つ
い
て
書
い
て
き
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
働
き
方
改
革
の
た

め
の
改
善
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
て
み
よ
う
。

⑴
自
立
性
と
達
成
感
を
重
視
す
る…

新
し
い
時
代
へ
社
員
を
活
性
化
す

る
ポ
イ
ン
ト
は
、
能
力
開
発
と
再

開
発
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
自
分

自
身
を
客
観
視
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
仕
事
に
挑
戦
す
る
心
構
え
を
養

う
こ
と
が
重
要
。
専
門
能
力
を
踏

ま
え
、
新
し
い
技
術
な
ど
に
再
挑

戦
さ
せ
る
動
機
づ
け
が
必
要
だ
。

そ
の
際
に
モ
ラ
ー
ル
を
低
下
さ
せ

な
い
よ
う
に
主
体
性
と
自
立
性
を

尊
重
し
、
成
果
を
示
し
て
達
成
感

を
与
え
る
。
社
員
一
人
ひ
と
り
に

役
割
が
あ
る
と
思
え
る
組
織
づ
く

り
は
経
営
の
責
任
で
あ
る
。

改
善
は
、

労
働
を
人
間
化
す
る
ア
イ
デ
ア

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

⑵
改
善
に
資
金
は
か
か
ら
な
い…

改

善
と
い
う
と
特
別
な
手
数
や
費
用

が
か
か
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

要
は
「
人
に
仕
事
を
あ
わ
せ
る
」

と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
企
業
が

独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
達
成
さ
せ
て

い
る
。
仕
事
が「
や
り
や
す
く
」「
疲

れ
ず
に
」「
う
ま
く
早
く
」、
ま
た
、

や
り
が
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
に

「
作
業
方
法
」「
職
務
内
容
」「
組
織
」

「
職
場
環
境
」
な
ど
の
条
件
を
見

直
す
も
の
で
、
働
き
方
改
革
そ
の

も
の
な
の
だ
。

⑶
姿
勢
の
良
し
悪
し
は
、
会
社
の
評

価
に
も
つ
な
が
る…

加
齢
に
よ
る

筋
肉
の
硬
化
が
原
因
で
重
い
も
の

を
持
て
ば
腰
痛
に
な
っ
た
り
、
ま

た
長
時
間
の
前
傾
姿
勢
で
強
い
身

体
疲
労
を
感
じ
た
り
す
る
。
無
理

な
作
業
姿
勢
を
な
く
す
改
善
は
、

生
産
性
を
あ
げ
る
ポ
イ
ン
ト
で
も

あ
る
。
ま
た
社
員
一
人
一
人
背
の

高
さ
も
違
う
。
そ
の
個
性
に
あ
わ

せ
た
職
場
づ
く
り
は
、
意
欲
管
理

に
つ
い
て
の
企
業
の
評
価
基
準
に

も
な
る
。

⑷
重
量
物
搬
送
の
改
善
は
、
生
産
性
、

労
働
災
害
、
健
康
の
原
点…

重
量

物
の
取
り
扱
い
は
、
社
員
の
大
き

な
負
担
と
な
る
の
で
、
機
械
化
、

道
具
化
す
る
こ
と
が
重
要
。
ほ
と

ん
ど
の
企
業
が
重
量
物
の
定
義
を

し
て
い
な
い
が
、
何
キ
ロ
が
重
量

物
な
の
か
を
決
め
る
こ
と
も
必
要

だ
。

改
善
は
、

か
な
ら
ず
生
産
性
を
あ
げ
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

⑸
や
り
に
く
い
と
思
う
作
業
は
、
即

改
善…
職
場
に
は
様
々
な
作
業
負

荷
が
あ
る
。
高
齢
者
が
現
役
で
働

く
た
め
に
は
、
無
理
な
や
り
に
く

い
作
業
を
こ
ま
か
く
排
除
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
図
面
の
細
か
い

数
字
を
読
ん
で
機
械
の
刃
や
材
料

を
探
す
と
い
う
作
業
を
、
図
面
に

色
分
け
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
る
こ

と
で
、
そ
の
色
の
刃
と
材
料
を
瞬

時
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
改

善
な
ど
。

　
本
稿
は
、
社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
と

い
っ
て
い
る
が
、
経
営
者
に
向
け
て

い
る
。
改
善
は
や
る
気
を
育
て
、
生

産
性
が
ア
ッ
プ
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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中止等された文化芸術・スポーツイベントに係る
入場料等の払戻請求権を放棄した参加者への
寄附金控除の適用
　政府の自粛要請を踏まえて一定の文化芸術・スポーツイベントを中止等した
主催者に対し、観客等が入場料等の払戻しを請求しなかった場合には、放棄し
た金額について、寄附金控除（所得控除又は税額控除）の対象となりました。

住宅ローン控除の適用要件の弾力化
　新型コロナウイルス感染症の影響による住宅建設の遅延等によって
住宅への入居が遅れた場合でも、定められた期日までに住宅取得契約
が行われている等の一定の場合には期限内に入居したのと同様の住宅
ローン控除を受けられるよう、適用要件が見直されました。

消費税の課税選択の変更に係る特例
　新型コロナウイルス感染症により収入が著しく減少した事業者が、申請書を
申請期限までに提出して税務署長の承認を受けたときは、課税期間開始後で
あっても消費税の課税事業者の選択の変更を認める等の措置がされました。

特別貸付けに係る契約書の印紙税の非課税
　公的金融機関や民間金融機関等が、新型コロナウイルス感染症によりその経
営に影響を受けた事業者に対して行う金銭の特別貸付けに係る消費貸借に関す
る契約書について、印紙税を非課税とすることとされました。

のお知らせ

宇都宮税務署〈 TEL 028-621-2151（代表）〉宛お問合せください。
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新型コロナウイルス感染症
緊急経済対策における
税制上の措置

新型コロナウイルス感染症対策に関する税制上の措置について概要をお知らせします。

税務署
だより

納税の猶予制度の特例
　イベントの自粛要請や入国制限措置など、新型コロナウイルスの感染拡大防
止のための措置に起因して多くの事業者の収入が急減しているという状況を踏
まえ、収入に相当の減少があった事業者の国税について、無担保かつ延滞税な
しで１年間、納税を猶予する特例が設けられました。

欠損金の繰戻しによる還付制度の特例
　資本金１億円超10億円以下の企業の令和２年２月１日から令和４年１月31
日までの間に終了する事業年度に生じた青色欠損金について、欠損金の繰戻し
による還付制度の適用が可能となりました。

テレワーク等のための中小企業の設備投資税制
　中小企業がテレワーク等のために行
う設備投資について、中小企業経営強
化税制を拡充し、その対象に加えられ
ました。

宇都宮税務署から

内容について、 詳しくは国税庁ホームページをご覧いただくか、
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ご
あ
い
さ
つ

第
46
回
定
時
総
会

宇都宮税務署署長表敬訪問

本部・支部・部会役員合同懇親会

時局講演会（青年部会協力）
関信越青年部会連絡協議会合同セミナー
さいたま市
租税教室講師研修会

親会チャリティゴルフ大会（青年部会共催）
租税教室

宮の市（商業祭）出店（青年部会協力）
親会秋季講演会（青年部会協力）
経営者育成セミナー

第 5回税金ウルトラクイズ
（青年部会主催・女性部会協力）

県下青年部会合同講演会

●７月

●８月

●９月８日
●９月11日

●９月

●10月21日
●10月～２月

●11月７日
●11月17日
●11月

●２月

●３月

【今後の主な事業】

　
皆
さ
ん
こ

ん
に
ち
は
。

　
現
在
、
全

国
法
人
会
総

連
合
青
年
部

会
連
絡
協
議

会
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
法
人
会
は
、

『
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経

営
者
の
団
体
と
し
て
、
企
業
の
発
展
を

支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、
国

と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
』
と
い
う

理
念
の
も
と
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
「
税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

揚
」
と
い
う
法
人
会
の
目
的
に
寄
与
す

る
た
め
「
租
税
教
育
活
動
」
を
活
動
の

柱
に
据
え
て
お
り
ま
す
。
「
租
税
教
育

活
動
」
は
、
日
本
の
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
税
の
仕
組
み
や
大
切
さ
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
国
や
地
域
社
会
に
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
で
す
。

　
租
税
教
室
で
は
、
「
税
金
は
、
み
ん

な
が
安
全
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、
少
し
ず
つ
お
金
を
出
し
合
う
、
社

会
の
会
費
の
よ
う
な
も
の
」
と
子
供
た

ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
の
財
政
の
現
状
を
見
る

と
、
長
ら
く
歳
出
が
税
収
を
大
き
く
上

回
る
状
況
が
続
き
、
毎
年
多
額
の
借
金

を
し
て
賄
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

歳
出
の
約
34
％
が
社
会
保
障
給
付
費
で

す
。
2
0
4
0
年
に
は
社
会
保
障
給
付

費
が
1
9
0
兆
円
に
達
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
子
供
た
ち
の
世
代
に

過
大
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識

を
背
景
に
、
全
国
法
人
会
総
連
合
青
年

部
会
連
絡
協
議
会
は
、
我
々
世
代
が
主

体
的
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
社
会

保
障
制
度
の
破
た
ん
を
回
避
し
、
国
の

財
政
健
全
化
に
貢
献
す
る
手
段
と
し
て
、

「
健
康
経
営
」
に
つ
い
て
考
察
、
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
考
察
、
検

討
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
こ

ち
ら
の
紙
面
で
も
ご
紹
介
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
最
後
に
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
収
束
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
く

れ
ぐ
れ
も
御
身
体
御
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
部
会
長
　
船
田 

雅
弘
）

　
本
来
、
集
会
に
て
総
会
を
開
催
予
定

で
し
た
が
、
昨
今
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
健
康
面
・
安
全
面
な
ど

を
考
慮
し
中
止
と
し
、
資
料
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告

　
並
び
に
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　
令
和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）

　
並
び
に
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

　
な
お
、
個
別
の
ご
質
問
や
ご
意
見
の

お
問
い
合
わ
せ
は
今
現
在
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
重
ね
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
全
法
連
青
年
部
会
連
絡

協
議
会
で
は
「
財
政
健
全
化
の
た
め
の

健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
部
の

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
推
進
ツ
ー
ル
（
チ
ラ

シ
・
シ
ー
ル
）
」
を
資
料
と
一
緒
に
同

封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ご
あ
い
さ
つ

タ
オ
ル
贈
呈
式

女
性
部
会
役
員
会
開
催

（社会貢献活動）
　介護用品作製会

手作り介護用品贈呈式
　国立病院機構宇都宮病院へ贈呈

特別医療研修会

一泊視察研修会

（社会貢献活動）
　租税教室への参加
　税を考える週間への参加
　　「高校生税金◯×クイズ大会」
　　　宇都宮海星女子学院高等学校

フラワーアレンジメント作製会

新年税務研修会

第10回「税に関する絵はがきコンクール」
　作品審査会
税金ウルトラクイズ大会

オーガニックジュエリー作製会

使用済切手等収集運動
NPO法人とちぎボランティアネットワークに協力
子ども食堂に協力

●７月

●８月

●９月

●10月

●11月

●12月

●１月

●２月

●３月

●随時 

【今後の主な事業】

　
本
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で

緊
急
事
態
宣

言
を
受
け
て
、

仕
事
も
日
常

の
生
活
も
自
粛
す
る
こ
と
と
な
り
、
皆

様
方
に
は
何
も
で
き
な
い
日
々
が
続
い

て
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不

自
由
な
日
常
を
過
ご
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。

　
政
府
が
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
示

し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
の
暮
ら

し
方
や
働
き
方
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い

く
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
第
15
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
愛
媛
大
会
も
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
現

在
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
は

当
面
見
込
め
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
宇
都
宮
法
人
会
女
性
部
会
は
総
会
も

書
面
決
議
、
準
備
し
た
研
修
も
延
期
と

な
り
大
変
残
念
で
し
た
が
、
開
催
の
準

備
が
整
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
の
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
部
会
長
　
鈴
木 

幸
子
）

　
５
月
21
日
㈭
11
時
よ
り
、
法
人
会
館
に

於
い
て
、
役
員
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
幸
子
部
会
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
場
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
３
密
（
密

閉
、
密
集
、
密
接
）
を
避
け
、
換
気
と
座

席
の
間
隔
に
気
を
配
り
、
全
役
員
は
マ
ス

ク
着
用
で
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
第
41
回
通
常
総
会
に
つ
い
て
、
提
出

さ
れ
た
議
案
を
審
議
致
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
報
告
書
承
認
の
件
。

第
二
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
計
画

（案）
並
び
収
支
予
算
書
（案）
承
認
の
件
。

第
三
号
議
案
　
役
員
一
部
変
更
の
件
。

全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
終
了
後
、
日

高
専
務
理
事
よ
り
今

回
は
郵
送
に
よ
る
書

面
決
議
に
な
っ
た
経

緯
と
厚
生
事
業
等
の

説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
を

考
慮
し
、
事
業
を
組

み
立
て
る
難
し
い
一

年
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　
（
副
部
会
長

小
杉 

恵
子
）

部 会 長
副部会長

幹 事

会計幹事

監 事

顧 問

鈴木　幸子

福田　泰子

小杉　恵子

相澤美知子

牧野美代子

中村　和子

永井　京子

名村　史絵

青島由加利

野澤美由紀

鹿野　順子

澤田真由美

川又美津子

大貫　幸恵

小室　由起

五月女恵子

鈴木フジ子

松島いづみ

玉野　京子

落合　皓子

阿久津一枝

島田　博子

中村　恭子

栗田　悦子

佐藤　澄子

臼井　栄子

村井　寛子

役  職  名 氏　　名
女性部会役員名簿

　
６
月
17
日
㈬

14
時
よ
り
、
法

人
会
館
に
於
い

て
、
宇
都
宮
税

務
署
有
志
一
同

様
よ
り
タ
オ
ル
2
0
0
枚
が
、
女
性
部

会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
、

藤
田
研
二
宇
都
宮
税
務
署
副
署
長
よ
り

鈴
木
幸
子
部
会
長
に
目
録
と
段
ボ
ー
ル

二
箱
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
施
設
や
介
護
施
設
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
、
タ
オ
ル
の
需
要
が
増
し
、
一
枚
で

も
多
く
必
要
と
し
て
い
る
と
の
話
か
ら
、

６
月
19
日
㈮
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
梅
の
里
」
に
藤
田
副
署
長
と
齋
藤

調
査
官
に
同
行
い
た
だ
き
、
女
性
部
会

の
皆
様
か
ら
の
寄
贈
分
を
合
わ
せ
て
約

7
5
0
枚
を
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と

し
て
、
贈
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
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理

会

税

士

（
文
責
　
関
東
信
越
税
理
士
会

宇
都
宮
支
部
　
北
條
進
午
）

特別償却を
めぐる争い
について

　
中
小
企
業
者
等
が
機
械
等
を
取
得
し

た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の

特
別
控
除
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
制
度
を
適
用
す
る
場
面
は
比
較
的

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
該
制
度
に
は
適
用
要

件
が
い
く
つ
か
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
一

つ
に
「
そ
の
製
作
の
後
事
業
の
用
に
供

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
」
と
い
う
要

件
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
紹
介
す
る
事

例
は
、
当
該
制
度
を
適
用
し
た
機
械
装

置（
以
下「
本
件
機
械
装
置
」と
い
う
。）

が
「
そ
の
製
作
の
後
事
業
の
用
に
供
さ

れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
」
で
あ
る
か
否

か
が
争
わ
れ
た
審
査
請
求
事
件
（
国
税

不
服
審
判
所
　
平
成
29
年
10
月
31
日
裁

決
）
で
す
。

1
事
実
関
係

　
本
件
機
械
装
置
の
販
売
者（
以
下「
本

件
販
売
者
」
と
い
う
。）
は
、
本
件
機

械
装
置
を
、
棚
卸
資
産
と
し
て
管
理
し

な
が
ら
、
同
種
の
機
械
装
置
の
販
売
促

進
の
た
め
の
複
数
の
展
示
場
で
展
示
し
、

来
場
者
の
要
請
に
応
じ
て
、
ス
テ
ン
レ

ス
及
び
鉄
の
切
断
加
工
の
実
演
に
使
用

し
て
い
た
。

　
本
件
機
械
装
置
は
、
平
成
〇
年
11
月

及
び
12
月
並
び
に
平
成
〇
年
２
月
、
３

月
及
び
４
月
の
各
月
に
お
い
て
、
実
演

に
よ
っ
て
消
耗
し
た
部
品
の
交
換
が
行

わ
れ
、ま
た
、審
査
請
求
人
（
以
下
「
請

求
人
」
と
い
う
。）
と
本
件
販
売
者
が

本
件
機
械
装
置
に
係
る
売
買
契
約
を
締

結
し
た
平
成
〇
年
10
月
に
は
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
の
交
換
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、

本
件
機
械
装
置
が
請
求
人
に
納
品
さ
れ

た
同
年
12
月
に
は
エ
ア
ク
リ
ー
ン
ユ

ニ
ッ
ト
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。

2
審
査
請
求
人
の
主
張

　
租
税
特
別
措
置
法
第
42
条
の
６
第
１

項
に
規
定
す
る
「
そ
の
製
作
の
後
事
業

の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
」

と
は
、
そ
の
製
作
の
後
、
販
売
者
等
の

下
で
固
定
資
産
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ

と
の
な
い
も
の
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、

本
件
機
械
装
置
は
、
販
売
目
的
で
製
作

さ
れ
た
後
請
求
人
が
取
得
す
る
ま
で
の

間
、
固
定
資
産
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ

と
は
な
く
、
本
件
販
売
者
の
棚
卸
資
産

と
し
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に

資
産
価
値
の
減
少
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、

請
求
人
が
本
件
販
売
者
に
よ
る
１
年
間

の
保
証
の
下
、
同
社
か
ら
新
品
と
し
て

直
接
取
得
し
た
こ
と
か
ら
、
租
税
特
別

措
置
法
第
42
条
の
６
第
１
項
に
規
定
す

る
「
そ
の
製
作
の
後
事
業
の
用
に
供
さ

れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
」
に
該
当
す
る
。

3
国
税
不
服
審
判
所
の
判
断

　「
そ
の
製
作
の
後
事
業
の
用
に
供
さ

れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
」
と
は
、
そ
の

製
作
者
及
び
取
得
し
た
販
売
者
（
販
売

者
等
）
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
、
い
わ
ゆ
る
新
品
で
あ
る
も
の
を

い
い
、
そ
れ
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は

販
売
者
等
に
お
け
る
業
種
、
業
態
、
そ

の
資
産
の
構
成
及
び
使
用
の
状
況
に
係

る
事
実
関
係
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判

断
す
る
こ
と
と
な
る
。
本
件
機
械
装
置

は
、
製
作
さ
れ
た
後
、
本
件
販
売
者
に

お
い
て
１
年
以
上
に
わ
た
り
展
示
場
で

の
展
示
及
び
実
演
に
供
さ
れ
、
部
品
交

換
も
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
本

件
販
売
者
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、「
そ
の
製
作
の

後
事
業
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

も
の
」
に
該
当
し
な
い
。

4
ま
と
め

　
本
件
機
械
装
置
は
、
本
件
販
売
者
に

お
い
て
同
種
の
機
械
装
置
の
販
売
促
進

の
た
め
の
複
数
の
展
示
場
で
展
示
さ
れ
、

来
場
者
の
要
請
に
応
じ
て
、
ス
テ
ン
レ

ス
及
び
鉄
の
切
断
加
工
の
実
演
に
使
用

さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
関
係
か
ら
す

る
と
、「
そ
の
製
作
の
後
事
業
の
用
に

供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
」
に
該
当

し
な
い
と
す
る
国
税
不
服
審
判
所
の
判

断
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
と
お
り
、
本
件

販
売
者
は
請
求
人
に
対
し
本
件
機
械
装

置
は
新
品
で
あ
り
、
本
件
特
別
償
却
制

度
が
適
用
で
き
る
と
の
前
提
で
販
売
し

た
こ
と
が
窺
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
特
に

高
額
の
買
い
物
を
す
る
場
合
に
は
業
者

の
示
唆
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
な
く
、

事
前
に
、
税
理
士
等
専
門
家
と
よ
く
相

談
の
上
慎
重
に
購
入
の
判
断
を
す
る
こ

と
が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
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医師が語る健康のお話

医師　宝 住 与 一

ほうずみ・よいち
日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年宇
都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会長、
栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

Yoichi Houzumiくすりの話②

　
私
も
後
期
高
齢
者
に
な
る
迄

は
、
薬
は
ほ
と
ん
ど
必
要
な

か
っ
た
し
服
用
し
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
に
な

る
と
風
邪
に
な
っ
て
も
な
か
な

か
治
ら
な
い
し
、
つ
ら
い
の
で

仕
方
な
し
に
服
用
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
患
者
さ
ん
に
、
毎
日

十
何
錠
も
薬
を
飲
ん
で
い
る
の

で
、
副
作
用
を
心
配
し
て
い
る

と
聞
い
た
。
医
者
に
聞
い
て
も

高
血
圧
、
糖
尿
病
も
あ
る
の
で

相
手
に
さ
れ
な
い
と
不
満
を
も

ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
私
は
「
薬
を
飲
ん
だ

時
、
そ
の
飲
ん
だ
人
に
と
っ
て

良
い
作
用
を
主
作
用
、
都
合
の

悪
い
作
用
を
副
作
用
と
言
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
薬
は
い
ろ
い

ろ
改
良
さ
れ
て
副
作
用
が
す
く

な
い
薬
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

副
作
用
の
無
い
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
。
心
配
す
る
の
が
当
た
り
前

で
す
。
た
だ
薬
は
病
気
の
状
態

と
薬
の
効
果
と
副
作
用
を
考
え

て
、
薬
の
効
果
の
方
が
良
い
と

考
え
て
医
師
が
出
し
て
い
る
の

で
、
薬
の
効
果
よ
り
副
作
用
の

方
が
ひ
ど
け
れ
ば
、
そ
の
薬
を

や
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
言
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
は
、
医
療
、

特
に
薬
が
進
歩
し
て
、
昔
な
ら

２
〜
３
年
で
亡
く
な
っ
て
い
た

病
気
の
人
が
、
十
年
以
上
生
き

て
い
る
人
が
大
勢
居
り
ま
す
。

糖
尿
病
、
腎
臓
病
、
心
臓
病
の

人
等
か
な
り
の
人
は
、
自
覚
的

に
〝
健
康
と
思
っ
て
い
る
人
〞

と
寿
命
だ
け
は
殆
ど
同
じ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
新
聞
の
お
悔

や
み
欄
を
見
て
下
さ
い
。
例
外

は
あ
り
ま
す
が
、
事
故
死
と
が

ん
以
外
は
殆
ど
亡
く
な
っ
た
人

の
年
齢
は
90
才
前
後
で
す
。

薬
は
飲
ま
な
い
で
済
む
な
ら
飲

ま
な
い
ほ
う
が
良
い
に
決
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
効
果
も
確
か
に

あ
る
の
で
、
長
生
き
し
た
い
と

思
っ
た
ら
飲
む
し
か
な
い
と
思

い
ま
す
。
薬
を
減
ら
し
た
い
と

思
う
な
ら
主
治
医
と
相
談
し
て

下
さ
い
。
決
し
て
自
分
で
勝
手

に
止
め
な
い
で
下
さ
い
。
医
者

は
病
気
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う

ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て

薬
を
増
や
さ
れ
る
の
で
。

　
慢
性
の
病
気
に
つ
い
て
は
全

て
そ
う
で
す
が
、
特
に
糖
尿
病

に
つ
い
て
は
要
注
意
で
す
。

　
ま
た
、〝
毒
に
も
薬
に
も
な

ら
な
い
〞
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
一
般
的
に
薬
は
、
よ

く
効
く
薬
ほ
ど
、
副
作
用
が
恐

ろ
し
い
と
考
え
て
下
さ
い
。
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公益社団法人 宇都宮法人会

宇
都
宮
法
人
会

　

今
後
の
事
業
予
定（
主
な
も
の
）

月

日

行

　
　
　事

会

　
　場

2020年 時局講演会

最
後
の
晩
餐

会
員
の
声

渋谷 和宏 氏
経済ジャーナリスト

令和２年９月８日㈫　
ベルヴィ宇都宮

日 時

講 師

場 所

300席のうち100名定 員

無料（要予約）入場料

18:00～19:40

誰も語らない日本経済の行方 ～輝く組織・輝く人は～

か
れ
い

あ
わ
び

か
れ
い

発
行
／
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
　
宇
都
宮
市
鶴
田
2
-2
1
-14
　
T
E
L
0
2
8
-6
4
8
-9
4
6
6
　
h
ttp
://w

w
w
.u
tsu
h
o
u
.o
r.jp
　
発
行
人
／
黒
本
淳
之
介
　
広
報
委
員
長
／
竹
末
次
夫
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
藤
﨑
印
刷
㈱

　
今
か
ら
40
年
位
前
に
祖
母
が
亡
く

な
っ
た
時
、
母
と
一
緒
に
葬
儀
に
参
列

す
る
為
に
北
海
道
の
小
樽
ま
で
行
っ
た
。

宇
都
宮
か
ら
東
京
へ
山
手
線
で
浜
松
町

へ
行
き
モ
ノ
レ
ー
ル
で
羽
田
ま
で
そ
こ

で
飛
行
機
に
乗
り
千
歳
へ
到
着
。
更
に

小
樽
ま
で
電
車
で
当
時
は
2
時
間
以
上

掛
か
っ
た
と
思
う
。
夕
方
に
よ
う
や
く

母
の
兄
の
家
に
到
着
し
た
。
家
の
人
達

は
、
す
で
に
お
通
夜
の
会
場
に
向
っ
て

い
て
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
人
が

何
人
か
で
出
迎
え
て
く
れ
た
。
義
伯
母

の
実
家
は
、
昔
は
網
元
で
今
は
小
樽
で

大
き
な
水
産
会
社
を
経
営
し
て
い
た
関

係
で
お
手
伝
い
に
来
て
い
た
の
は
割
烹

着
を
着
た
漁
師
の
お
か
み
さ
ん
方
だ
っ

た
。「
お
腹
す
い
て
る
ん
で
な
い
か
い
」

と
ビ
ー
ル
が
運
ば
れ
て
き
た
。
北
海
道

で
飲
む
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
は
な
ぜ
あ
ん

な
に
旨
い
の
だ
ろ
う
。
学
生
時
代
は
小

樽
に
長
逗
留
し
て
従
兄
と
昼
は
、
近
く

の
海
岸
に
行
っ
て
素
潜
り
で
サ
ザ
エ
や

鮑
を
獲
っ
て
は
、
そ
の
場
で
焼
い
て
食

べ
た
り
し
て
楽
し
ん
だ
。
そ
の
当
時
の

小
樽
は
、
札
幌
よ
り
か
な
り
小
さ
な
町

で
は
あ
っ
た
が
飲
み
屋
の
数
が
「
す
す

き
の
」
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
多
く
あ
り

夜
に
な
る
と
毎
晩
飲
み
歩
っ
て
い
た
。

飲
み
始
め
は
、
い
つ
も
サ
ッ
ポ
ロ
の
黒

ラ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
そ
の
当
時
は
ま
だ

北
海
道
で
し
か
販
売
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
気
候
な
の

か
鮮
度
な
の
か
と
に
か
く
旨
い
。
そ
れ

以
来
、
私
は
今
で
も
サ
ッ
ポ
ロ
黒
ラ
ベ

ル
を
愛
飲
し
て
い
る
。
筋
子
や
タ
ラ
コ

を
つ
ま
み
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

に
ご
飯
と
一
緒
に
鰈
の
煮
付
け
が
出
て

き
た
。
こ
の
鰈
は
「
な
め
た
鰈
」
だ
そ

う
だ
。
別
名
バ
バ
ガ
レ
イ
と
言
い
特
に

煮
付
に
す
る
と
抜
群
に
旨
い
魚
で
あ
る
。

上
品
な
油
の
乗
っ
た
エ
ン
ガ
ワ
部
分
な

ど
、
と
ろ
け
そ
う
で
正
に
「
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
」
と
は
こ
の
こ
と
だ
と
今

も
味
の
記
憶
に
し
っ
か
り
イ
ン
プ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
。
身
も
皮
も
す
べ
て
が
旨

く
て
思
わ
ず
厚
か
ま
し
く
も
お
か
わ
り

を
お
願
い
し
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
旨

か
っ
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
に
出
張
が

あ
る
度
に
札
幌
や
小
樽
で
「
な
め
た
鰈
」

を
食
べ
て
み
た
が
そ
れ
な
り
に
旨
い
の

だ
が
あ
の
味
に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の

ば
か
り
だ
っ
た
。
も
し
こ
れ
が
今
生
の

「
最
後
の
晩
餐
」
な
の
だ
と
言
う
時
が

来
た
ら
も
う
一
度
、
漁
師
の
お
か
み
さ

ん
の
煮
た
あ
の
「
な
め
た
鰈
の
煮
付
け
」

が
食
べ
た
い
と
思
う
。

　
　
宇
都
宮
法
人
会
副
会
長

（
中
央
支
部
）
青
木 

直
樹

チ
ャ
リ
テ
ィ

　
　ゴ
ル
フ
大
会

宇
都
宮
C
C

21
日

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

護
国
会
館

上
旬

時
局
講
演
会

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

９
月
８
日

コ
ロ
ナ
対
策
説
明
会

護
国
会
館

９
日

新
設
法
人
説
明
会

法
人
会
会
館

10
月
上
旬

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

法
人
会
会
館

下
旬

国
税
局
長
講
演
会

市
立
南
図
書
館

26
日

社
会
保
険
労
働
保
険

セ
ミ
ナ
ー

法
人
会
会
館

７
月
８
日

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

上
旬

11
月

栃
木
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー

17
日

秋
季
講
演
会

秋季講演会

令和２年11月17日㈫　
栃木県総合文化センター
メインホール

日 時

元女子卓球選手

平野 早矢香 氏
講 師

場 所

無料（要予約）入場料
1,600席のうち800名定 員

14:00～15:40（受付13:30）

公益社団法人 宇都宮法人会・関東信越税理士会宇都宮支部主催／

本
部
・
支
部
・
部
会

役
員
合
同
懇
談
会

未
定

下
旬

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

法
人
会
会
館

下
旬

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

護
国
会
館

８
月
５
日

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

６
日
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